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簡易経絡測定装置(A-BI,E-BI2,EBI5) の測定チャートが新しくなりました。 

 

基本チャート① 

 

・BP 値+IQ 値の大小を、経絡の虚実と考えています。 

経絡測定装置は、人体皮膚にパルス電圧を印加して細胞間質液に流れる電流値や電荷量を測定してい

ますが、AMICA 社の資料の説明では次のようになります。 

細胞間質液に流れる電流値や電荷量は、細胞間質液の分量やナトリウムイオンなどの電解質成分に左

右されます。 
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BP 値は、細胞間質液の電解質成分濃度に相当し「成分の虚実」、IQ 値は、電解液の分量の過不足に相

当し「代謝の虚実」というように 2つ分けて考えられています。 

BP 値は実際の被験者で、その値が大きいときその経絡の「実」の症状がよく出現し、反対に小さいと

きは「虚」の症状がよく出現します。古典的な経絡の虚実と考えてよいようです。 

IQ 値は、電解液の過不足なので、不足すると発熱作用が低下して「冷え」を起こすというように恒常

性維持機能を左右しているようです。 

そこで、測定チャートでは、BP 値と IQ値との比率 IQ /BP 値をグラフ化しています。 

例えば、この IQ /BP 値が他の経絡と比較して小さい場合、この経絡機能が停滞していると診ることが

きます。そして、そんな経絡に鍼灸刺激する場合は「瀉法」よりも「補法」がよいと考えます。 

 

・平均基準 

BP 値と IQ値の測定点(井穴)は、それぞれ 24点(12 経×2)あります。 

上記チャートの上段と下段の 4つの円形チャートは、24点の平均値を求めて、その平均値に対する個々

の経絡の測定値を比率で表記していいます。 

 

・診断ポイント 

被検者の症状として出現しやすのは、次の 3点です。 

①BP値の大きい経絡=実 

②BP 値の小さい経絡=虚 

③BP 値の左右差の大きい経絡…「不安定」経絡と表現することもあります。 

昔の地熱感度測定(赤羽法)のように左右差が異常のひとつのパターンと考えます。 

④陰陽逆転経絡 

正経 12 経には、陰陽 6経という組み合わせがあります。 

AMI 装置の発明者である本山氏は、それぞれの組み合わせにおいて健常者の BP 値は、陰＞陽になる

ことを発見しました。このことは、古典の書物にも書いてあるそうです。 

陰＜陽関係になるのが「逆転」で、実際の被検者で測定してみると、高確率で症状が出現していま

す。 
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基本チャート② 

 

・上下のバランスは、身近なところでは、冷えやのぼせ等の体質診断になります。 

・測定値は、一般に気温が低い冬場に低下しますが、老年者や衰弱した人も低下します。 

  また、数値が低くても少し運動すると、すぐに上昇します。 

・分散図は、BP 値と IQ値とが比例関係を見ます。 
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基本チャート③ データリスト 

 

・【診断】は基準値が複数あって最適な基準値が不明です。 

・【ポイント解説】の内容は古いままです。新情報が不足しています。 

・【標準偏差】は病状の発症初期で大きく、慢性化あるいは病気快復で小さくなるそうですが、診断する

には、まだデータ不足です。 
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履歴チャート 

 
・うちの娘(25 歳)の測定事例です。検診で「軽い脊柱側弯症」と診断されました。試しに経絡指圧受け

てみました。 

 1 回きりだったので、効果のほどは分かりません。 


